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論文内容の要旨

(目的1

皮膚科学領域において代表的水癌性疾患として知られる尋常性天癌宿，落葉性天宿宿.水癌性類天

~宿，ジューリング宿疹状皮膚炎は近年免疫学の進歩に伴い.夫々特定の皮膚組織に対する自己免疫

疾患である事が明らかとなった。一方. HLA 抗原と疾患感受性の研究は1970年代にいたり飛躍的な

進展をとげたが，その機序として，主要組織適合性抗原領域に存在する免疫応答遺伝子と特定の HLA

抗原が連鎖不平衡の状態になっている為とする考えが有力視されている。免疫応答遺伝子はその性格

上自己免疫疾患の発症に関連してのる可能性が考えられ，従って，自己免疫疾患と HLA 抗原との関

連の可能性が予想されうる。このような観点よりー上記四種疾患と HLA 抗原との関連を本邦人患者

を対象として研究した。

[方法ならびに成績)

尋常性天癌宿患者43名(男16名.女27名) .落葉性天宿宿患者25名(男 5 名ー女20名) .水泡性類天

宿宿患者41名(男19名，女22名)、ジューリング癌疹状皮膚炎患者 8 名(男 4 名.女 4 名)について.

HLA-A 及びB 抗原を検索した。患者の診断は尋常性及び落葉性天宿痛は臨床的並びに組織学的所見

に基づき.さらに尋常性天癌宿患者37名，落葉性天癌宿患者21名については蛍光抗体直接法，或は間

接法により，表皮細胞間物質への IgG の沈着を確認した。なわ，紅斑性天宿宿或はシニア・アッシャ

ー症候群は全て落葉性天癒宿に含めた。水宿性類天宿、磨の診断は 臨床的並びに組織学的所見に加え，

告を光抗体直接法，或は間接法にて基底膜部に IgG 或はC 3 の沈着を認める事を必要条件とした。ジュ

ーリング癌疹状皮膚炎については，蛍光抗体法所見をもっとも重視し，直接法にて無疹部皮膚の基底
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膜部に IgA の線状，或は頼粒状の沈着が認められるものとし‘臨床症状及び組織学的所見をこれに加

味した。

HLA タイピングは NIH 法に従い， 24種 112 血清を用いて施行した。なか，尋常性天宿宿患者22名，

落葉性天痛宿患者14名ー水宿性類天癌宿患者27名，ジューリング宿疹状皮膚炎患者 4 名については，

遠隔地の患者の為，リンパ球輸送パックを使用した。調査期間は1976年 1 月より 1979年 8. 月までで\

この間に HLA タイピングを行った非血縁健康人 130 名をコントロール群とした。推計学的処理はー

が法に従い，各々の抗原について必要ならば Yates の補正を行った上， P値を算出し，検査抗原数24

を乗じて corrected P 値を算出し， corrected P く 0.05 を有意とした。

調査結果は司尋常性天沼痛及び落葉性天宿宿において， HLA-A 10が、前者で 41. ~ふ後者で48%

とコントロール群 16.2% に比し，有意に増加していた。尋常性天宿宿の HLA-A 10の増加は Krain

らの Ashkenazi 系ユダヤ人についての報告と一致していた。水癌性類天宿宿では特定の HLA抗原と

の関連は認められなかった。ジューリング宿疹状皮膚炎では特定の HLA 抗原との関連はなく‘白人

種で著明な関連の認められる HLA-B 8 は 0%であった。また，無疹部皮膚基底膜部への IgA 沈着は.

7 例が線状であり.残り 1 例も線状及び頼粒状の混合型で\典型的な頼粒状の IgA 沈着を示す症例は

なかった。

[総括]

本邦における自己免疫性水宿症患者の HLA 抗原を調査しー次の事が明らかになった。

1 )尋常性天宿宿及び落葉性天庖痛においていずれも HLA-A 10の増加を認めたごとから。両疾患

の HLA 抗原関連疾患感受性因子が共通していると考えられる。また尋常性天宿痛におけるかか

る結果は， Krain らの Ashkenazi 系ユダヤ人についての報告主一致工ておりー Ashkenazi 系ユ

ダヤ人及び日本人の知く，正常人における HLA-A 10の頻度が高い場合に，尋常性天宿宿と HL

A-A10との関連が明確になるといえる。

2 )水宿性類天痛宿では特定の HLA 抗原との関連は認められなかった。

3 )ジューリング宿疹状皮膚炎では特定の HLA 抗原との関連はなく，白人種で関連の報告されて

いる HLA-B 8 は認められなかった。なおー無疹部皮膚基底膜部への IgA の沈着パターンは，ほ

とんどが線状であり この型は Katz らのいう如く HLA-B 8 と関連する頼粒状の IgA 沈着を

示すものとは別症と思われる。本邦に頼粒状の IgA 沈着を示すジューリング庖疹状皮膚炎がほ

とんど存在しない理由としては，本邦で HLA-B 8 が正常人において極めて低頻度である事が大き

な要因と考えられる。

論文の審査結果の要旨

本論文は，本邦における自己免疫性水癌症の HLA 抗原を検討し，尋常性天癌宿及び落葉性天宿宿

の疾患感受性因子がHLA-A10 と関連し，かつ、共通している可能性を示しーまた司本邦人にみられ
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るジューリング癌疹状皮膚炎が白人種のそれとは別症である事を明らかじした。本研究は，自己免疫

性水癌症の人類遺伝学的特徴を明らかにするとともに，病因解明への手掛りを与える点で極めて有意

義である。
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